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―
倒
壊
、
そ
し
て
修
復
―

よ
み
が
え
っ
た
 役
  行
  者
 

え
ん
の
 ぎ
ょ
う
 じ

ゃ町
田
　
尚
夫

◎

修復された役行者像

　
奥
武
蔵
の
景
勝
地
、
黒
山
三
滝
奥
の
大
平

山
に
あ
る
役
行
者
の
石
像
は
、
山
伏
の
修
行

場
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
山
中
に
幕
末
に
造
立

さ
れ
、
周
り
に
あ
る
数
体
の
石
仏
と
共
に
、

越
生
町
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

地
元
に
は
講
中
も
結
成
さ
れ
て
厚
い
信
仰
を

受
け
、
ま
た
山
登
り
の
大
先
達
と
し
て
、
ハ

イ
カ
ー
に
も
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
　
年
　
月
、
役
行
者
と
 前
  鬼
 ・

ぜ
ん
 
き

０６

１２

 後
  鬼
 の
石
像
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
倒
壊
さ

ご
 
き

れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
役
行
者
は

首
を
折
ら
れ
、
頭
部
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

亡
失
し
た
頭
部
は
、
谷
底
に
投
げ
落
と
さ
れ

た
か
、
持
ち
去
ら
れ
た
の
か
、
警
察
を
初
め

と
す
る
懸
命
の
捜
索
に
も
か
か
わ
ら
ら
ず
発

見
で
き
な
か
っ
た
。

　
梅
雨
の
合
間
に
役
行
者
を
訪
ね
た
。
黒
山

三
滝
か
ら
傘
杉
峠
道
に
入
り
、
左
折
し
て
大

平
山
に
向
か
う
。

　
沢
沿
い
か
ら
尾
根
筋
に
移
っ
て
急
登
す
れ

ば
、
樹
木
に
覆
わ
れ
昼
な
お
暗
い
標
高
５
０

０
㍍
の
霊
地
に
着
く
。
人
里
か
ら
離
れ
、
山

伏
の
修
行
場
に
ふ
さ
わ
し
い
、
静
謐
の
気
に

満
ち
て
い
た
。

　
倒
伏
し
た
役
行
者
は
、
起
こ
し
て
元
に
戻

さ
れ
、
高
下
駄
を
履
い
た
腰
掛
け
姿
で
以
前

の
よ
う
に
祭
ら
れ
て
い
た
。
近
寄
っ
て
見
る

と
、
頭
部
が
欠
け
て
約
１
・
６
㍍
あ
っ
た
像

高
は
低
く
な
り
、
頚
部
は
折
ら
れ
た
面
が
生

々
し
く
露
出
し
て
い
る
。
護
衛
す
る
前
鬼
・

後
鬼
は
少
し
擦
り
傷
が
あ
る
が
無
事
、
左
右

に
控
え
て
い
る
不
動
明
王
、
弥
勒
・
勢
至
菩

薩
は
安
泰
の
よ
う
だ
。
心
な
い
者
の
悪
質
な

い
た
ず
ら
に
、
胸
が
い
た
む
。

　
越
生
地
方
の
修
験
は
、
室
町
時
代
の
応
永
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５
年（
１
３
９
８
年
）、山
本
坊
栄
円
が
箱
根

山
か
ら
黒
山
に
移
っ
て
熊
野
神
社
を
開
き
、

越
生
山
本
坊
と
称
し
て
関
東
に
於
け
る
修
験

道
の
拠
点
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　
越
生
山
本
坊
は
、
京
都
の
聖
護
院
を
本
寺

と
す
る
本
山
派
に
属
し
、
最
盛
期
に
は
１
５

０
も
の
配
下
寺
院
を
統
治
、
そ
の
勢
力
圏
は

武
蔵
・
常
陸
・
越
後
３
カ
国
　
郡
に
及
び
、

１３

本
山
派
　
先
達
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。
し

２７

か
し
明
治
初
年
の
修
験
道
廃
止
に
よ
り
、　２５

代
５
世
紀
に
わ
た
っ
て
繁
栄
し
た
越
生
山
本

坊
は
、
つ
い
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　
大
平
山
の
修
行
場
に
、
土
地
の
有
力
者
に

よ
り
役
行
者
像
が
立
て
ら
れ
た
の
は
元
治
２

年
（
１
８
６
５
年
）
と
さ
れ
る
。
数
年
後
に

修
験
道
は
終
焉
の
時
を
迎
え
た
が
、
爾
来
百

数
十
年
、
信
者
に
よ
り
大
切
に
護
持
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
役
行
者
が
災
難
を
蒙
り
、
地
元

の
受
け
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。

　
損
壊
し
た
役
行
者
像
は
、
新
た
に
頭
部
を

彫
刻
し
て
修
復
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
で

は
多
額
の
浄
財
を
募
っ
て
準
備
を
進
め
た
。

彫
像
は
、
埼
玉
県
在
住
で
東
京
芸
大
出
身
の

石
の
彫
刻
家
Ｓ
氏
に
委
嘱
、
め
で
た
く
完
成

し
た
。

　
そ
し
て
、　
年
９
月
の
縁
日
に
、
京
都
の

０７

聖
護
院
門
跡
か
ら
　
名
に
も
及
ぶ
大
勢
の
山

４０

伏
を
迎
え
、
大
平
山
の
役
行
者
前
で
「
役
行

者
修
復
開
眼
護
摩
法
要
」
が
盛
大
に
執
り
行

な
わ
れ
た
。

　
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
越
生
山
本
坊
ゆ
か

り
の
熊
野
神
社
前
で
、
山
伏
や
地
元
の
人
達

が
勢
揃
い
し
て
出
発
式
を
挙
行
、
本
日
の
護

摩
法
要
の
た
め
に
、
京
都
か
ら
は
る
ば
る
来

山
さ
れ
た
本
山
修
験
宗
管
長
・
聖
護
院
門
跡

五
十
二
世
門
主
に
続
き
、
越
生
町
町
長
、
同

教
育
長
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
い
ざ
出
発
で
あ
る
。
雨
も
ま
た
修
行
の
う

ち
と
、
菅
笠
を
被
り
、
法
衣
の
上
に
雨
具
を

ま
と
っ
た
 跣
  足
  袋
 履
き
の
　
人
の
山
伏
が
、

は
だ
し
 た
 
び

４０

一
列
に
な
っ
て
整
然
と
進
む
。
そ
の
後
に
信
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者
達
の
列
が
続
く
。
荘
重
な
法
螺
貝
の
音
が

響
き
わ
た
る
と
、
沿
道
の
家
々
の
人
々
が
外

に
出
て
、
手
を
合
わ
せ
て
行
列
を
見
送
る
。

　
初
め
に
、
か
つ
て
の
修
験
道
場
で
あ
っ
た

黒
山
三
滝
に
向
か
う
。
昨
夜
か
ら
の
雨
で
何

倍
に
も
増
水
し
、
轟
音
を
響
か
せ
て
落
下
す

る
男
滝
・
女
滝
の
前
で
、
山
伏
が
般
若
心
経

を
読
経
し
て
山
に
入
る
。

　
登
山
道
は
、
信
者
達
の
奉
仕
で
草
を
刈
っ

て
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
た
。
間
も
な
く
雨

は
あ
が
り
、
空
が
明
る
く
な
っ
た
。
急
登
し

ば
し
で
、
大
平
山
山
頂
近
く
の
聖
地
に
着
く
。

　
役
行
者
前
の
平
場
に
は
、
縄
で
仕
切
っ
た

結
界
の
真
ん
中
に
護
摩
炉
が
築
か
れ
て
い
た
。

ま
ず
は
修
復
さ
れ
た
役
行
者
を
拝
観
す
る
。

首
筋
に
傷
跡
が
痛
々
し
く
残
る
が
、
年
月
が

経
て
ば
消
え
る
と
い
う
。

　
よ
み
が
え
っ
た
役
行
者
前
に
全
員
が
参
列

し
、
門
主
に
よ
る
修
復
開
眼
の
式
辞
、
山
伏

の
読
経
と
続
く
。

　
次
い
で
護
摩
の
行
事
に
移
る
。
山
伏
と
信

者
・
参
観
者
約
１
０
０
名
が
結
界
を
囲
み
、

司
会
役
か
ら
解
説
を
受
け
な
が
ら
進
行
す
る
。

音
色
に
よ
り
意
味
が
異
な
る
法
螺
貝
の
実
演
、

修
験
道
独
特
の
 結
  袈
  裟
 の
話
、
偽
山
伏
を
見

ゆ
い
 
げ
 
さ

分
け
る
模
擬
問
答
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

　
次
に
護
摩
前
の
儀
式
で
あ
る
宝
弓
の
作
法
、

宝
剣
の
作
法
、
宝
斧
の
作
法
、
の
三
種
の
作

法
の
説
明
と
実
演
が
行
な
わ
れ
た
。
何
れ
も

初
め
て
目
に
す
る
興
味
深
い
行
事
で
あ
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
護
摩
焚
き
が
始
ま
る
。
山
伏
達

が
ひ
た
す
ら
読
経
を
続
け
る
中
、
井
桁
に
組

み
、
檜
の
葉
を
被
せ
た
護
摩
木
の
下
に
、
火

の
つ
い
た
 榾
  木
 を
差
し
込
む
。
や
が
て
勢
い

ほ
だ
 
ぎ

よ
く
煙
が
立
ち
上
っ
た
。

　
門
主
を
初
め
と
す
る
、
山
伏
全
員
の
読
経

の
声
調
が
一
段
と
高
ま
る
。
地
元
講
中
役
員

の
護
摩
奉
納
。
結
界
の
周
り
で
静
か
に
見
守

る
信
者
や
参
観
者
。 咳
 ひ
と
つ
聞
こ
え
な
い

し
わ
ぶ
き

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
法
要
は
粛
々
と
進
め

ら
れ
た
。
炎
が
燃
え
盛
る
と
、
柄
杓
で
水
を

か
け
て
火
勢
を
削
ぐ
。
再
び
も
う
も
う
と
煙

が
立
ち
上
る
。

　
や
が
て
火
勢
は
衰
え
、
護
摩
法
要
は
終
わ

り
を
迎
え
た
。
役
行
者
像
の
修
復
と
、
こ
の

日
の
た
め
に
多
大
の
尽
力
を
し
た
地
元
関
係

者
や
、
京
都
か
ら
馳
せ
参
じ
、
大
が
か
り
な

採
灯
護
摩
を
成
し
遂
げ
た
山
伏
達
の
顔
に
、

安
堵
と
喜
び
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

　
行
事
を
す
べ
て
終
え
て
、
山
伏
と
信
者
達

は
来
た
道
を
整
斉
と
帰
っ
て
い
っ
た
。
後
に

は
再
び
静
寂
が
戻
っ
た
。
一
行
と
別
れ
、
大

平
山
の
肩
を
越
え
て
顔
振
峠
に
着
く
と
、
雨

が
す
っ
か
り
あ
が
っ
た
高
曇
り
の
西
空
に
、

武
甲
山
か
ら
大
持
山
に
か
け
て
の
山
並
み
が

く
っ
き
り
と
望
ま
れ
た
。

 

（
　
年
６
月
　
日
、
９
月
　
日
歩
く
）

０７

２４

１２

●
コ
ー
ス
タ
イ
ム

越
生
駅
＝
　
分
＝
黒
山
―
　
分
―
黒
山
三
滝
―
　

３０

１５

５０

分
―
役
行
者
―
　
分
―
顔
振
峠
―
　
分
―
吾
野
駅

５０

５５

●
費
　
用

池
袋
＝
越
生
　
　
　
　
　
東
武
 

７
０
０
円

越
生
駅
＝
黒
山
　
　
　
　
バ
ス
 

３
４
０
円

吾
野
＝
池
袋
　
　
　
西
武
 

５
８
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

越
生
町
役
場
 

０
４
９
―
２
９
２
―
３
１
２
１

川
越
観
光
バ
ス
 

０
４
９
３
―
　
―
２
０
０
１

５６

●
地
　
図

越
生
　
正
丸
峠
（
２
万
５
千
）

東
京
（
　
万
）

２０


